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 本研究は山本英二氏（岡山理科大，当研究所客員）との共同研究（1一共研一100）である．“The ro1e of
unbiasedness in estimating equations”として論文集（Godambe編）に発表予定である．
                生存競争系の格子模型
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かる．2体の衝突模型の系において保存量であった量∫は3体の衝突を考えにいれた場合リアプノフ関
数になり，系（1）の不動点に解が近づいてゆく（Itoh（1981））．
 格子模型の場合，衝突は記憶をもち，3体の衝突を考慮にいれたモデルが自然である．上記の定理より
格子模型が定常たバターンを示すことが理解できる（Tainaka and Itoh（1990））．
 上記のモデルにおいてm＝3，ドブ≡1（mod3）について伽＝1／2とする．この場合に得られる空間的
なパターンについての解釈を試みる．離散的でサイクリックた高さをもつpressureを考える．すなわち，
